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学 校 社 会 事 業 展 開 の 一 試 論
教師や子どもの問題を申心にして
村 上 尚 三 郎
は じ め に
近年,「 児童福祉」 「社会福祉」 「福祉国家」等のことぼがようや く市民用語 として抬頭 し
てきたことは極めて喜 ばしい ことであるが,本 来,福 祉の対象が動的なすべての人間であるこ
とを思 うとき・福祉の理論や技術は基本的に 「人問(存 在)の尊重」 とあわせて科学性に裏づけ









　 　 　ノ リ 　
社会福祉の学問的研究とい うものは,そ の領域や対象を常に歴史的現実として捉え,さ らに
はあるべ き未来を指向して,謙 虚な態度をもって実証的に積みあげてい くという一連のプロセ
スにおける努力によって組織化されるものであるという認識にたたなけれぼならない。「福祉」
の市民用語化と社会福祉の学問的研究とのかかわりについて近時思うことである。
さて・本稿では前号(仏 教大学社会学部論叢第3号)を うけて 「学校社会事業展開への一試案」
の論述を試みるわけであるが・前号では,学 校社会事業の必要性,学 校社会事業の発達 とその
概念・学校社会事業に関する調査 と分析,学 校社会事業についての試見等について述べたのに
対 して・本稿では・前号を補足 しなが ら主題にそった考察をすすめてい きたいと思っている。




　 　 む 　
を有 効 に作 用 させ よ う とす る考 え 方 は,子 ど もの持 つ教 育 権 や福 祉権 を重 くみ て これ を尊 重 し
よ う とす る発 想 に基 づ く一 「憲 法が国民 ことに子 ど もに教育 を受け る権利 を保障するゆえんの ものは
,
民主主義国家が一人一人の 自覚的な国民の存在を前提 とす る もので あ り,ま た,教 育が次代をにな う新 しい
世代を育成 す るとい う国民全体の関心事である ことに もよるが,同 時に,教 育が何よ りも子 ど も自らの要求
す る権利であ るからだ と考え られ る」(家 永教科 書裁判判決理由要旨 よ り)一 。(図1参 照)
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いったい子どもが,心 の不安やか らだの危険




それは一つ に,子 ども ・i親・教師の 「望まし
い学習環境構成」に対する切実な願いが実現さ
れたものであ り,い ま一つは,子 どもの幸せを
願い,意 図した 「あたたかい教育行政施策」の
充実滲透が もたらしたものにほかならない。














'子 ど もの 、
健 全 な ＼
,'成 長 ・発 達 、
1
ノ












約 す る と,図2に よ って お よそ そ の概 要 が把 握 で き るで あ ろ う。
つ ま り,今 日 の学 校教 育 は多 様 な 問 題点 を多か れ少 な か れ か か え てい るので あ っ て,ま さに
教 育 福 祉(educationalwelfare)に よ る援 助 の手 が さ し のべ られ る必要 にせ ま られ てい る ヒ
い え る ので あ る。
学 校 社 会 事 業 を組 織 的 に推 進 しな け れ ば な ら ない 理 由が こ こ に あ る。































粥 案 …r-一 一yPTAL___のあ り棚 問魁 一一一
2.教 師や子どもをめ ぐる問題.
すでに周知のように,近 年,経 済 ・社会惰勢の進展にともなって,教 育ど生産労働 ・科学を
結合 しようとする動 きが顕著であり,教 職のあり方 も著 しく変容してきている。いわゆる 「教
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職 の専 門 性」 の確 立 が重 要 か つ 喫 緊 事 と し て強 調 さ れ る よ う に な って きた 。
そ れ に もか か わ らず,教 師 の労 働 現 実 は ど うで あ ろ うか 。 それ は 端 的 に言 っ て 遺憾 な が ら悲
観 的 で あ る。 学 級 規 模,勤 務 時 間 等 を主 要 国 と比 較 し て もそ の低位 性 は お の ず か ら うな ず け る
し,教 育 不 在 と もい え る結 果 を招 い てい る。 事 実,個 々 の子 ど もを見 つ め た質 の高 い 学 習 指 導
や生 活 振 導 の ため の,教 育 研 究 の時 問 を どの よ うに して うみ 出 す か は,働 く教 師 に と っ て重 要
な 問題 とな っ てい る こと に注 目 しな け れ ば な らない 。(表1・2参 照 牧 田氏 はここで,児 童 ・生
徒 と直結するところの必要 な教材研究や採点評価等 は,勤 務時間内にほ とん ど十分になされ ていない こと。
勤務 時間が多いため,い かに職務専念 の意欲に もえて努力 して も,疲 労の蓄積 を解 消す ることの困難 さ。教
育 的見地か らみた学校行事精選 の必要性,補 習授
業廃止等指摘 し,学 校 は もとよ り,教 育委員会等
関係行政機関 ・団体 の早急 な配慮を要 望 して い
る。)
この表 で 明 らか な よ うに,そ し て牧 田氏
も指 摘 す るよ うに,学 校 の教 師 は実 に 多 く





















デ ィーヴ ィエイトした リミットの中に埋没
してしまってい るといえよう。
教職の専門性は,子 どもの生活尊重 と,
教育 と科学の結合化の両者 を基底 として,
「教授=学 習活動」の専門化が要請 される
ようになり,前 近代的な詰め込み教育は排
斥視 され,教 師自身による個性的,創 造的
な教育技術の専門化が強調 されなければな
らない。
表1勤 務時間外にまでな されてい る仕事 の
内容 とその理 由
櫞{纏 観1炎 期間 ・週間
A仕 事の内容()は%






























































































1小 学校 帥 学 校
校 務 が 多 い
授 業 時 数 が 多 い
会 議 ・打 合わせのため
児 童 ・生徒 の特別指導
施 設 設 備 が 不 十 分
校務 の負担 が 不 均 等
組 織 が よ く な い




































*「 教 育 研究 」1967 .3No,37.
(牧 田 健 氏)
静岡県立教育研修所
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表2正 課 の授 業を阻害 してい る もの と,教 材研究,事 前準備,事 後処理 を







































校 行 事(突 発的行事が比較的 に多い)
内 研 修(校 内 ・教科研究 会など)
張(研 究発表会等に参加 のた め)
業 準 備
務
事 準 備(施 設設備の不十分に よる もの)
外 行 事(対 外試合等に関す る もの)
校 事 務
究 会(共 同研究 ・自発的研究会)
食 指 導(あ とかたずけが長引 く)
庭 訪 問
分 掌 事 務
諸 打 合 わ せ(時 間が長引 く)
職 員 会 議
採 点
校 内 研 修(部 会が多 くもたれる)
ク ラ ブ
対 外 行 事
事 後 整 理
学 級 事 務(特 に会計事務)


























正 課 授 業 の 阻 害 11 教 材 研 究 ・準 備 ・処 理 の 阻 害
学 校 行 事
職 員 朝 礼
職 員 会 議
雑 務
対 外 行 事
出 張
研 究 会









分 掌 事 務
補 習 授 業
…採 点
ク ラ ブ
給 食 指 導











*「 教 育 研 究 」1967 .3No.37静 岡 県立 教 育 研 修 所(牧 田 健 氏)
　 　 　 　 り 　
そのためには,教 師の 「直接的教授活動量」1に 対 して,1～1.5倍 の 「間接的教授活動量」
が必要であるといわれている。 しか し,こ こでみてきたように教師の労働現実は,つ ねにその
低位性をはらみなが ら,単 なる知識伝達の媒介的存在としてロボット化の方向へ追いやられて
い るといったら言い過 ぎであろうか。今 日,多 人数の学級のなかには,ち え遅れのため特殊学




ここに述べた推論や事象は,つ ぎのような新任の教師の声 によっても十分証左 されるところ
である。
「学校教育の質 的充実が最近強 く叫 ばれてい る。経験 がすで に豊富な教 師 も大いに教科研修 や学級経営 の
研修 をして,教 育 内容の質的向上 を図 ってお られ る。 また新任教師の場 合には経験 も乏 しい うえに教職実
務 を過重に持た され ることす らあ る。
だが新任教師 に教育の質的充実 を遂行 させ ることは疑 問な点が多い。新任教師は一応大学 で一定期聞の
教育実習を受 けてきてい るとはい うもののまだまだ教材研究 も不十分で あ り,教 員 としての学習に多大の
時閤をかけねばならぬのが実情であ る。(略)
新任教師にあま り雑務を させず,十 分に学習に取 り組 める時聞を与 えるべ きではあるまいか。教育の質
の向上のためには教師の質 の向上がな くてはいけない し,そ のためには十分な研修時 間が な くては こま る
のであ る。(略)」(呉 市 ・F生 ・23才 ・教員)
何 れ に し て も,教 師 の勤 務 条 件 の改 善 につ い て は,教 師 集 団 自 らの 手 に よ る着 実 な ソ ー シ ア
ル ・ア ク シ ョン(socialaction)が 期 待 さ れ る所 以 の もの で あ る。
さ て こ こで,問 題 の本 質 を さ ぐるた め の,い ま少 し立 ち入 った 考 察 を進 めて み た い 。 そ れ は
ど り もな お さず,教 師 の 専 門 職 と して の 存 在 と,学 校 社 会 事 業 家(SchoolSocialWorker‐ 以下
S・S・Wと よぶ)の 存 在 必 要 と のか か わ りあい に つい てふ れ る こ と に もな るわ け で あ る。
そ こで,い ま こ こにA,Bふ た つ の貴 重 な 研 究 資料 を提 示 して考 察 のい と 口 と した い 。
A:「 学 校 に お け る教 育 相 談」P.2千 葉 県 教育 セ ン ター研 究 紀要 第78集 昭 ・41・3
B:「 教 育 相 談 」P.31～33大 阪 市 教育 研 究 所 教育 研 究 紀 要 第101号 昭 ・43・3
A
第1部 事例研究 の実践例2.子 どもの理解 と事例研究
今か りに,入 学時 の資料 として,子 ど もひと りひ とりの生いた ちや,社 会成熟 度の調査 などして
あった とした ら,A子 の登校拒否 ももっと軽 くすんだか もしれない。 また,高 学年 になって非社会
的な問題,反 社会的な問題 をお こす子 どもの,非 行 の芽 を見つけ るこ とがで きるか もしれ ない。
子 どもの閾題 を見 る教師の態度 には,そ の問題 その もの,例 えば,登 校拒否 とか盗癖 とか,現 症
その ものを見 てい くか,あ るい はその背景 ………本人の身体的 ・精神 的条件 とか,環 境(両 親,同
胞,友 人教師 など対人的)条 件 など………を見てい くとい う,二 つの タイプがある。 この後者の見
方が,事 例研究 の立場に立 っての基本的な方法であ る。
学校において,教 育相談 的な見方で子 どもを理解す るとい うこ、とは,単 な る生活面の みでな く,
教科指導の面 に も必要な ことで あると思 う。 これが教育 の基本的態度 である。
子 どもたちにとって,い ちばん身近にいてい ちばん親 し く接 し,し か もい ちばん深 くひと りひ と
りを理解 して くれ る者 は,学 級担任教師で ある。
このよ うに考 えると,学 級担任教師は,子 どもにとってはかけが えのない相談者で も あ る。 ま
た,子 どもには学級担任を選 ぶことができない とい う苦 しい立場 に もあるのである。 とい うこ乏か
ら,学 級担任教師は,い つで も親や子 どもの相談 に応ず ることので きる存在でなけれ ばならない。
教育者 として,学 級担任になったか らには,い つ も謙虚な気持 を失 なわず,し か も,ど んなこと
も受容 できるだ けの,度 量のある態度で子 どもに も親に も接す ることがで きなければならない。
まず子 どもた ちの申に とびこんで,ひ と りひ とりの子 どもを理解す ること,そのた めには,子 ども
理解 の方法 を身につけ ることが大切である。そのために,事 例研究のすすめ方を紹介す る。(後略)
向後 正,山 口輝子氏
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B
4.学 校 カ ウン セ リン グに つい て
学 校 カ ウ ン セ ラーが お ち こみ や す い 問題 点 につ い て
(1)よ りよ き教 師 に な って い こ う とす る こ とは,同 時 に よ りよ き治療 者 に な って い くこ とにな る
か ど うか 。
よ く,よ りよき カ ウ ン セ ラー は よ りよ き教 師 に 通 じ る,と い わ れ るが,果 して逆 に 教 師 が そ の ま
ま横 すべ りして カ ウ ン セ ラー とな り う るで あ ろ うか ど うか,と い う こ とに つ い て もっ とお ちつい て
考 えて み た い。 た しか に,教 師 と治 療 者 は人 間 と して の成 長,自 己 の 拡大 を はか る意 味 に お いて は
通 じ るで あ ろ う。 しか し教 師 は よ りよ き教 師 とな るべ く努力 す る以 外 に 道 は な く,治 療 者 は よ りよ
き治 療 者 と して努 力 す る以 外 に道 は な か ろ うと考 えて い る。教 師 が 教 師 で あ るこ と を忘 れ て治 療 者
と して ふ るま お うとす る とき,す で に 教 師 で はな くな って い るの で あ る。人 は熱 意 だ け で は動 き難
い もの が あ る。 また 人 は誠 意 だ けで も動 き難 い ものが あ る。す べ て 人 が人 を動 かす こ とは で きな い
ので あ る。 と ころが お うお うに し て,熱 意 や誠 意 ら し き ものが,第3者 的立 場 の入 に 深 い感 動 を与
えて しま った りす る ので あ る。
例 えば,教 師 カウ ン セ ラー が,「 神 経症 の生 徒 をな お す」 とか い って 一 生懸 命 に 頑 張 った りす る
と,熱 心 な 教 師 とし て親 や 同僚 か ら評 価 され るこ とが お こ りうる ので あ る。 このた めに,ま すま す
危 険 な 状 態 に お ちこ む こ と もあ るの で あ る。 熱 心 さに は 方 法 が伴 わ ない と きが あ り,ど うか す る と
人 の意 見 も耳 に 入 らな い状 態 に な る と きが あ る。 こ の よ うな状 態 に あ る と き,治 療 者 が 熟慮 を要 す
るよ うな ことで もそ の教 師 は何 な くや って い こ う とす るの で あ る。 絶 えず,人 に面 接 をす る とき は
自分 は こ の相 手 に 対 して,何 が で き るか とい うこ と を厳 し くみ つ め る必 要 が あ ろ う。 そ こに 自 ら教
師 とし て の とるべ き姿 勢 がで て くる よ うに 思 うの で あ る。教 師 は治 療 者 で は な い ので あ る。
(2)教 師 カ ウ ン セ ラー は,教 師 と して の 自分 で あ ろ うとす るの か,治 療 者 とし て の 自分 で あ ろ う
とす るの か に つ い て,明 確 に して い く必要 が あ ろ う。
まず,教 壇 に立 ちなが ら,担 任 を もち な が ら,事 務 分 掌 をか か え なが ら,片 手 間 に生 徒 の 相談 を
うけ てい け るか ど うか とい うこ とで あ る。 こ の こ とに つ い て は職 員 室 の 暖 い配 慮 が ほ しい し,ま た
カウ ン セ ラー も それ に こた え るべ き研 究 と実践 欲 が な けれ ば な らな い。
次 に,何 故 この よ うな こ と をい うか とい う と,カ ウ ンセ ラー はい つで も生 徒 に あ え る態 勢 に な け
れ ば な ら ない 。 よ く担 任 の先 生 が 面 接 を し て,そ の後 学 校行 事 とか 出張 の た め と称 し て,2ヵ 月 程
もほ っ てお くとい う現状 を 目 にす るの で あ る。
諸行 事 とひ と りの 生徒 に あ うこ と と,ど ち らを え らぶ べ きか は面 接 す る以 前 に,す で に 決 ま っ て
い な くて は な らな い 筈で あ る。 云 うな れ ば,治 療 者 として ど こまで も責 任 あ る行 為 に終 始 で き る態
勢 に な けれ ば な らな い とい うこ とで あ る。
(3)教 師 はた えず 生徒 と い う定 ま った 年 令 層 を対 象 と して い るた め に生 じる危 険性 が あ る。数 師
が定 ま っ た年 令 層 を 対 象 として い る こ とに よ り,利 点 として は 今 日 の世 代 の傾 向 か ら考 えて 把握 し
や す い と もい え よ う。 しか し こ の こ とは ま た新 鮮 味 を失 う結 果 を招 きや す い と もい え る。 あ る経 験
を経 て く る と教 師は 一 人 の生 徒 に対 した ときで も,新 卒 の 頃 に抱 い たお ど ろ きや,意 気 ご みや,充
実 した 気 は く も失 い が ちに な ろ う。 授 業 や指 導 に手 をぬ くとい うわ けで はな い が,何 とな く生徒 と
自分 の 間 に溝 を感 じ る こ とが あ ろ う。 た しか に,指 導 技 術 や 考 え 方 は みが か れ て く るか も し れ な
い 。 しか し同 時 に そ の技 術 が 生徒 と教 師 の 間 を さま た げて い る こ と も起 こ り うるの で あ る。 あ る優
秀 な 学 生 が 私 との面 接 で 次 の よ うな こ と を教 え て くれ た 。
「自分 の い いた い気 持 を巧 み な特 殊 な テ ク ニ ッ クに のせ て 一 緒 に 出す の は嫌 い で す 。 多少 表 現 は
ゴ ッ ゴツ して い て も,自 分 の特 意 な テ ク ニ ッ クに の せ ない で 出す と ころ に,そ の人 自身 が あ り,そ
の 人 の よ さを感 じます 。 私 は は じめ は人 の 名 言 や名 句 にず い ぶ ん ひ き つ け られ ま した 。 そ のた めに
自分 の,ほ ん と うの 自分 の 表 現 が い え な くな った ん で す。 こ こで は そ れが あ りま せ ん ね 。 お そ ら
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くそれにひかれて ここへ来 るんで しようきっ と……」
また,対 象 とす る年令 にして も,最 年少 は2才3ヵ 月の幼児か ら最年長は74才 の老人にまで及ん
でいる。
以上のよ うに問題は山積 してい るようである。 しか も,子 どもや親や教師か ら期待 され る学校 と
な るための一つの道 として,学 校に カウンセ リングを と りいれ ることは大切な ことで ある。しか し
くどいよ うで あるが,子 どもや親にのみ期待 され る学校 を考 えては今後の発展 は望 めな い で あ ろ
う。教師が ともに期待できる学校でなければな らない と考えている。
一 瀬 正 央 氏
A(主 として小学校を対象にしている。)に あっては,子 どもの問題についてのその対処方法に
現象把握型とでもいえるようなものと,背 景考察型(い わゆるcasestudyを 基調とした)と いっ
たものの二様があるとし,後 者が,事 例研究を行ない,教 育相談的な子ども理解等心理学的成
果を重視 した一連の教育の基本的態度であるとしている。
そこで,学 級担任教師(そ れも特に子どもとの関係の因果的不可避性を前提としての)に,各 種相
談受容者としてふさわしい資質の必要を規制的に指摘する。
ヘレン ・デ ィ・ビジョン女史がその著 「保護観察と仮釈放の理論 と実際」において 「教師が
事件の真相を究めて,そ の処遇に努力していたのは,少 年について問題が起 こった全事案の僅
かに4分 の1に 過ぎなかった。」,「学校の教師は全体 としてみると,対 象者の個別処遇とい う




しか し,は たしてここでい うように,「 学級担任教師は,い つで も親や子どもの相談に応ずる
ことので きる存在でなけれぱならない。」 と断定的にL>ってよい ものであろうか。




の教科指導が十分成り立つという保障がどこにあ るとい うのだろうか。また,か りにAの 見解
を成 り立たせるためには,い くつかの条件が整わなければならない ようである。
即 ち
○ 教師の本来的な活動を補 うための,例 えば授業の準備や評価をかなり大はばに担当できる
助手のような存在が必要であること。




十分に履修 しなければならないこと。(対 象は人間である。その人間対応には,そ れにみあった人
間尊重の基本理念と同時に,高 度な専門技徳を必要とするからである。)
Bは その見解の示すどころ極めて教訓的である。教師と治療者とい う異質なものの両立関係
についてはっきり否定してい る点など,Aの 見解と対象的でさえある。そして,治 療者は彼自
身がその専門的職能を十分果たし得 るような態勢におかれなければならないことを強調 してや
まない。
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ま た こ こ で注 目 したLaこ と は,「 子 ど もや親 に のみ 期 待 され る学 校 を考 え て は今 後 の発 展 は
望 め なLaで あ ろ う。 教 師 が と もに期 待 で き る学校 で な け れ ば な ら ない 。」 と す る最 後 の部分 で
ある 。 こ の表 現 の背 景 に は,教 職 員 の教 育 に対 す るモ ラル,教 職 員 相 互 の チ ー ム ワー ク,そ
れ に現 代 教 育 の ひ とつ の課 題 と もい え る人 間存 在 を尊 重 し た学 校 運 営 の あ りか た(特 に管 理 者
の もつ人 間観,教 育 観)な ど が基 本 的条 件 とな つ てい る こ と を理 解 す る必 要 が あ る。 た と え ば
「うち の学 校 に は カ ウ ン セ ラ ー は必 要 あ りませ ん。 悪 い 生 徒 はい ませ ん か ら。 風紀 を厳 し く
す れ ば悪 くな る筈 は あ りませ ん よ。 万 一 い た と して も,さ っ さ とや め て もらい ます 。小 人 数 の
学 枚 で も一 人 の 生 徒 に立 ち入 っ て ほ じ く りまわ す こと はか え っ て悪 くな りま す よ。」(某 私 立
高校長)と い う学 校 経 営 管 理 の感 覚 で は何 もの も期 待 で きない の で あ る。・
Bの 見 解 を発 展 させ る と,教 師 で ない 専 任 の カ ウ ン セ ラー を置 く必 要性(こ の場 合高等学校)
に ま で及 ぶ と思 わ れ るが資 料 は そ こ ま でふ れ てい ない 。
現 実 に は,教 師 カ ウ ン セ ラ ーが お り,相 談 室 が あ って も生 徒 は単 に気 ま ぐれ 的 な,安 息 の場 と
して しか利 用 しない 傾 向 もあ る よ うだ し,特 に現 今 の高 校 教 育 にあ って は教 師 と生徒 との入 間
関 係 の稀 薄 さが 目 を惹 くだ け に,高 校 に お い て は 専 任 の カ ウン セ ラ ー が必 置 され て 当然 で あ る。
これ に対 して学 校 社 会 事 業 推 進 の立場 は,現 状 で は義 務 教 育 小 ・中 学校 にS.S.Wを お こ う
と す る もの で あ る。将 来,高 校 に もお か れ る こ とが望 ま しい こ と はL>う ま で もない こ とで あ る 。
品川不二郎氏によ ると 「学校におけるカウンセ リングは,生 活指導の一 つの技術 とせ られ る。即 ち,生
活指導 の技術は,1.面 接法またはカウンセ リング,2.心 理療法,3.グ ループ ・ワーク,4.環 境 調
整法 環境の変化によって人格 の再形成 をね らう であ り,… … カウ ンセ リングは,結 局,ク ライエ
ン トの自分 自身に対する肯定的な感 情をましてや ること,お よび実 際の社会に 出て も一人前に生活 してい
けるようにす ることを目標 として行 なわれ る ものである。」 とい うよ うに,教 育的視 点に立つ ところの,
個別 的な人格教育その もので あるのに対 して,学 校社会事業 は 「学校適応 を前提 としたすべ て の 子 ど も
の,心 とか らだの健全 な保持 ・促進 のた めに,子 どもな らびに子 どもの環境の 中でお こる,社 会的 ・経 済
的お よび情緒 的 ・身体的諸問題 を,そ れぞれ専門的な立場か ら計画 的 ・組織的に解決する手だ てを講ず る
ことに よって,教 育条件の よ りよい整備充実 をはか ろうとす る積極 的な援助活動であ る。」(仏 教大学 社
会学部論叢第3号 拙稿p.72参 照)と す る基本的立場,つ ま り福祉的視 点に立 って教師の教育活動や子 ど
もの学習活動を補足援助す るものなので ある。
この領 域にあっては,例 えばケース ・ワー クな どは重要な分野 を占めるが,こ れは,子 ど もの 自立能 力
を開発 し,援 助す るためカウンセ リングと共通場面を もつが,社 会 資源 の提供 とい うことまで含む もので
ある。S.S.W邑 は本質的にケース ・ワー カーであるけれ ど も,同 時 にスーパー ・バ イザーとしての性格 も
もつ ものである。
S.S.Wを 小 ・中学 校 に お こ うと す る理 論 的根 拠 は,
(1)そ れ が義 務,公 教 育 の場 で あ り,
(2)教 師 の 「教職 の 専 門性 の確 立 」 を もは か らな け れ ば な らない し,
(3)広 く,教 育 現場 の要 請 に も応 え る もの(仏 教大学社会学部論叢第3号 拙稿P.82参 照)
で あ るか ら とい え よ う。
以 上,教 師 をめ ぐ る問 題 につ い て考 察 を進 め て きたが,つ ぎ に,眼 を子 ど もの意 識 に転 じ て
み よ う。
子 ど もの意 識 に 関 す る調 査 研 究 に は これ ま で 多 くの ものが あ るが,例 え ば,
。 児 童 生 徒 の生 活 意 識 の研 究(昭 和44年 岐阜県教育研究所,研 究紀要第41集 所載)
● 中学3年 生 の 意識 に 関 す る調 査 研 究(昭 和42年3月 静岡県教育研 修所,教 育研究第37号 所載)
● 中学 校 生 徒 の学 級 集 団形 成 の研 究(同 上)
等 に も見 るべ き ものが あ る。
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これらの調査にあっては,学 校生活や家庭生活をとおして友人関係,教 師との関係を批判的
にとらえ,こ れらの関係(特 に教師と子どもとの)の あり方をするど く分析 し,教 えるところが
少なくない。即ち,
○ 学校にあっては,友 だちや先生との人間関係,つ まりコミュニケーションが うまくいって
いるかいないかが児童のはりあいの有無 を決定づける原因となってい ることが考えられる。
○ 多 くの生徒の眼とい うものは,意 外なほどに微細にかつきび しく教師に対 してそそがれて
いるものである。 しか も,そ れらの批判や要求がまさしく正鵠をえている場合が多 く,教 師
も欠点多き人間だからとい う弁解の余地を与えぬほどのきびしさをもって迫ってくる。 毛ち
ぢん,そ の申には生徒の身勝手さもあるかもしれないが,考 えてみれば,教 師は教師である
がゆえの身勝手 さをかなり多くゆるしているようにも思われる。ここで問題なのは,教 師た
るものは,多 くの子どもたちの批判の眼に一から十までこたえうる全能な人間たれなどとい
うことよりも,教 師が生徒から人間として理解 されていないとい うところにある よ うに思
う。つまり,教 師があまりにも教師でありすぎるために,生 徒から教師としてしか理解 され
ていない とい うことである。中学3年 生 ともなれぼ,教 師とい う法衣をまとった権威主義や
独善や虚偽をみぬ く眼に,わ れわれが想像する以上に鋭いものがある。
○ 教師批判の中で 「先生は放課後などに私たちの教室にきてもっとみんなと話 してほしい」,
「先生方はもっと指導するとい う自覚をもってほしい」ヒいった子どもたちからの意見が少
なからずあることを考えると,子 どもたちに対する深い観察と理解とを基盤にした確固と し
た指導を通 して,子 どもたちの家庭生活上の問題 も解決 されてゆ く余地を残 しているのでは
ないかと思う。しかし,そ れは同時に,教 師自身が置かれているきびしい諸条件 を改善 し克
服 してゆ く努力を伴わずにはいられないであろう。
○ 学習,し いては学校生活に対する無意味感をもつものに対 しては,ま ず学習の意味を体得
させなければならない。ここで体得 といったのは,意 味は決 して知的に与 えられ1る の で な
く,あ らゆる思考,行 為,情 念の背後にある主体的なもの(フ ランクル)で あるか らで あ
る。そこで,必 要なのは先生と生徒との対話の機会を可能なかぎり作ること,そ して積極的
に生徒を了解しようとする姿勢の中に,か れらの心に感動をもたらすものを引き出すことが






の理由が圧倒的に多い。これは学習に興味が もてず,逃 避 しがちの児童を叱責することが,
ますます学習意欲を失わせたり,は りあい をなくしてい るようである。また,教 師が公正を
欠いたとき,あ るいは十分な納得がいかないまま注意を与え,日 々過ごされているとき教師
不信を抱かせ,ひLaて は,は りあいのない児童をつくるもとになっている。
○ 教育の場において,教 師あっても人間不在の現象があ らわれてきてはいないかとい う問題
がある。子どもたちか らみれば,そ の表われ方はそれぞれ異なっていても,ど の教師 も結局
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し,中 学3年 生 ともなれば,決 して規格化された教師などに満足するものでは ない。 む し
ろ,教 師 という衣の内側にある人間としての中身に触れたいと欲 している。この調査結果か
らでは,よ い意味での教師の存在の影は薄 く,む しろ,教 師への子どもたちからの不満や要
求が多 く示 されてはいるが,そ れは同時に,子 どもたちが個性豊かな入問として魅力ある教
師の出現を待望 している証左 ともいえるだろう。
○ 中学校生活をふ りかえってみて,
否定的立場にたつ内容のものとして特に多いのは,受1勉 強の苦 しさと無意味 さの 問 題
で,こ れにはおのずと友人関係の気まず さも含まれている。なお,肯 定的立場の中で,教 師
にまつわる快 よい印象や思い出がほとんど語 られていないのに対 して,否 定的立場のものの




これは,京 都市A中 学校3年 生123名,大 津市B中 学校3年 生177名 計300名 対象に,・昭和45
年6月 に実施した もので,お もな調査内容は,
イ.中 学校3年 生が,学 校生活でどんな悩みをもち,(表3・4)
ロ.そ れ らの悩みの解決プロセスにおいて,こ れまでにだれが相談対象であったか,(図3)
ハ.そ うした問題 と対処するとき,教 師
と の関 係 を ど う考 え るか,
(表5・6●7●8)
二.こ う した 問 題 につ い て,何 ご と も相
談 に応 じて くれ る こ とを 専 門 どす る教
師 の存 在 を必 要 とす るか ど うか,
(図4・表9)
の4点 で あ る。
応 答 形式 は,イ が 記 述,ロ が 多肢 選 択,
ハ が 判 別(理 由は記述),二 が 判 別 と し た。














表3学 校生活におけ る現在 の悩みや心配
A申 学校





友 人 関 係
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親 友 を 得 た い 欲 求
転 級 希 望





















学 習 一 般
学習態度 ・能力 の不振
学 習 意 欲 の 喪 失
学 力 低 下








ク ラ ブ 活 動 一 般
クラブ内の 人 問 関 係
活動 と学習 の 両 立 化
そ の 他
学 校 生 活 に 対 す る
興 味 喪 失
































*記 述 され た もの を分 類 した もの で あ る
。
学校社会事業の開展の一試論
文部省 は,申 学校 学習指導要領の総則 のなか
で,
。 生徒 の興 味や関心を重 ん じ,自 主的,自 発
的な学習をす るよ うに指 導す ること。
。 個 々の生徒の能 力 ・適性等 の的確な把握 に
努め,そ の伸長 を図 るように指導す るととも
に,適 切な進路 の指導を行な うよ うにす るこ
とQ
・ 教師 と生徒 および生徒相互の好 ましい人間
関係 を育て,生 徒指導の充実をはか ること。
等 を,配 慮す る事項 としてあげている。
表4
B中 学校
































友 人 関 係
異 性
親 友 を 得 た い 欲 求
転 級 希 望















学 習 指 導 法


























学 習 一 般
学 習 方 法
学習態度 ・能力の不振
テ ス ト
不 得 手 な 教 科
学 習 意 欲 の 喪 失
学 力 低 下
学 習 時 間 の 不 足
















ラ ブ 活 動 一 般
の 活 動 一 般
活動 と学習 の 両 立 化














































将 来 ・ 進 路
学校生活に対する興 味喪失
登 校 嫌 悪

















※記述 された ものを分類 した ものである。
ロ.開 決 過 程 の相 談 対 象(図3-P・45-)
男子 にあ って は 「自分 で」,「 友 だ ち」 が 多 く,女 子 もだ い そ の傾 向 を もつ け れ ど も,こ の
場 合 「友 だ ち」 の比 率 が 断 然 多 くな っ てい る。 また,「 母 」 が か な りの ウエ イ トを占 め てL>る
こ と も うな ずけ る と こ ろで あ る。
こ こで 注 目 したい の は,「 先 生 」 で あ って,男 子 の場 合 皆 無 に等 し く,女 子 は あ っ て も極 め
て わ ず かで あ る。 これ は と り もな お さず教 師 との精 神 的(心 理 的)距 離 感 の懸 隔 が あ り過 ぎ る こ
と を意 味 す る以 外 の何 もので もな い 。 そ の 心理 的距 離 感 の あ りか た とい う もの は,表5～8で
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示 され て い る とお りで あ るが,Laず れ に せ よ 「教 師 の あ りか た」 とい う ものが 新 しい 問題 と し
て 提 示 され て よU>よ うに思 うの で あ る。
ハ .教 師 と の 関係(表5・6・7・8)
表5勉 強 や生活におけ るこまった問題について
教師に相談でき ると答 えた生徒(男 子)
表7勉 強 や生活 におけ るこまった 問題について







そ の 理 酬 帥
親 しみやす く相談 しやすい
信 頼 で き る
理解 し,教 え,は げま して
くれる
よく知 ってお り,人 生の経
験者だか ら
い や が る 理 由 が な い
勉 強 の こ と だ け
自分で勉強 でき な い か ら
あ る 程 度 ま で な ら






































そ の 理 由A中
勇気が ない ・はずか しい ・
いい に くい
教師 と の あ い だ に み ぞ
信 頼 で き な い
他 人 だ か ら
相 談 し て も 無 意 味
教 師 に 対 す る 嫌 悪
自 己 解 決
友 入 に
自分 や 家 の 恥 を さ らす
き よ う だ い に
相 談 す る こ と な し
別 に 理 由 な し












































そ の 理 由
親 しみやす く相談 しやすい
信 頼 で き る
特 定 の 先 生 な ら
理解 し,教 え,は げまして
くれ る
勉 強 の こ と だ け
よ く知 ってお り,人 生 の経
験者だか ら
あ る 程 度 ま で な ら
別 に 理 由 な し
自分で勉強 でき な い か ら






































表8勉 強や生活にお けるこま った問題について







そ の 理 酬A中
勇気が ない ・はずか しい ・
し、し、をこくし、
教 師 と の あ い だ に み ぞ
信 頼 で き な い
相 談 し て も 無 意 味
機 会 が な い
他 言 さ れ る 心 配
自 己 解 決
友 人 に
相 談 す る こ と な し































※ 「理 由 」 は,記 述 され た もの を 分 類 した もので あ る。
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15.6 39.4 18.8111.3 5.6 4.44.9
図4何 事 も相談 にのって くれる専 門職員 の存在の必要 について
不明2(0.6%)
表9同 上 内 訳
い た ほ う が よ い
い な く て も よ い
不 明
計






































()は%を 示 す 。
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「相談できる」 と答えた生徒群(108名)と 「相談できない」 と答えた生徒群(185名)の 比は
約1:2で3分 の2の 生徒が 「相談できない」 としていることにまず注 目したい。また,同U





何れにしても,親 近感,信 頼感 と同時に理解 とか激励等からくるところの連帯感 といった も
のを感Uさ せる教師への期待 もあるということが推察できるのである。
「相談できなV)」 では,「 勇気がない。はずかしい ・い 〉々に くい」,「 教師とのあいだにみ
ぞ」,「 信頼できない」 といった 「弱い自己』の肯定 と,拭 いさることのできない程決定的と
思 える 「教師不信』がほとんどを占めていることが注 目される。他の理由もだいたいこの両者
に集約されるようでもある。
「先生の態度 をみて話しにくV)」,「頼 りになる先生がいない」,「あほらしい」,「先生なんか










とい うことを条件視 しなけれぼならない ヒい うことがいえるだろう。(そ の前提に立って図表を
読みたい)。
「いたほうがよv)」 とするのが56.7%で 「いなくて もよい」(42.7%)を 若干上まわっている。
その内訳をみると男女差ははっきりと出ておらず,A中 学校にては男子が,B中 学校では女子
が 「いたほうがよい」の高率 を占めてい る。
「いたほうがよい」 も 「いなくてもよい」 もその理由を問 うていない ので,そ の分析はで き
ないが,こ こではこの両者の数量的データを参考としたい。
3学 校社会事業の領域とS.S.Wの 活動(例)
学校社会事業の領域についてはすでに前号(仏 教大学社会学部論叢第3号 拙稿P・82～84参 照)に
おいて述べてきたところであるが,前 章でみて きた 「教師や子供をめぐる問題」 教育の欠
損的現象の一面 は,S.S.W(学 校社会事業家)の 存在の必要 を認めないわけにはいかない
のである。
元来この種事業の発祥は,よ く知られているようにアメリカであるが'わ が国においても,
これまで,多 くの情熱的な教育実践家,児 童教育に理解ある活動家,為 政者等によつて部分的
に推進 されてきたことを,こ こで十分認識しておきたい。
例 えば,子 どもの福祉を願 う教育の重要な分野 を占めているものに今日学校給食があること
は既に周知のことであるが,こ れについては,明 治末期,岡 山県小田郡小田村において,同 村
学令児童保護者会が 「就学奨励」のための学校給食を行な つたこと。それはまさに,学 校社会
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事 業 の 典 型 的 な 一 ケ ー スで あ る こ と を前 号 で 指 摘 した 。
ま た,早 朝 出席 督 促 に 出て 職 に殉 じた とい う教 師 の事 績 も あ る(以 下 「芸 備教育」 昭和9年6月
号に よる)。
「明治41年 新緑 の深か らん とす る6月 児童愛 と職 に忠実 なるため,前 途 ある身 を職に殉せ られ し申本女史
は,資 性温厚に して婦徳を備へ,人 に接す ること極 めて懇 切夙 に同輩の敬慕す る所 となれ り。客年2月 郡
内大古尋常高等小学校代用教員拝命以来,熱 心 と誠実 とを以 て児童の教養 に従い専心職務 に尽瘁 し,殊 に
児童を愛す る最 も親切な るを以て現任校(註,広 島県佐 伯郡 大野下尋常高等小 学校)に 転後,日 尚ほ浅 き
に も不 拘頗 る内外の信頼す る所 となれ り。就 中出席の奨 励に意 を注 き受持児童中苟 も一人の欠席 を生 じた
るときは,即 日家庭 を訪問 し,病 者 は之をいたわ り,然 らぎる者 は事由を尋ね る等,浴 るるが如 き熱心 と
誠意 とは輯迷 なる父兄 を感動せ しめし もの一二に止 ま らず と言 う。故 に同人の受持学級 は出席歩 合に於て
毎月全校中優等の位置 を保 ち,前 月 の如 きは各学級中第1位 を占むるに至 る。以て其精励 の績 を見 るに足
る。
然 るに偶 々受持児 童胡 ナカ(尋 常科第3学 年)な る もの去 る9日 欠席した りしを以て,熱 心なる同人は
其 日終業直に勧誘 の為め実戸 に就 きし も,時 恰 もニ,_.多忙 の季に際せ るを以 て折悪 しく一 家不在 な り。 こ
こに於 て己む ことを得ず翌10日 早朝(6時 過)再 之を訪 問した りしに,同 日も亦既に外出後 な りしを以 て
空 しく引取 り学校 に出勤 せ り。然れ ども熱 心なる同人 は之を以 て其意 を不屈,翌11日 は前 日よ り一層早 く
訪 閥し必ず父兄に面 談す る所 あ らん と欲 し.:他 の家族 に先 ち未 明に臥床 を離れ,家 族一同の朝餉を調へ
自己は独 り食事を終 り,午前5時 過 ぎ三たび其 家を訪 はん とし自宅 を出発せ り。然 るに途 中 「カラス コウ」
の踏切を越へん とす る際不幸に も誤 て躓 き倒μ,将 に起 き上 らん とす る刹那,午 前5時12分 宮局騨を発す
べ き下 り列車は突如轟然 として進行 し来 り,無 惨に も同人を轢 きて通過 し,(中 略)。
同人 が生前職務に忠実な ること夫れ斯 くの如 く,(中 略),鳴 呼中本 エイ子氏が職務 に対す る犠牲の精神
と,児 童を愛す る纒綿の至情 とは此危禍 を買 ふに至れ る乎。是 において吾人砿天 道の是非 を疑 はぎるを得
ぎるを憾む。仮令 同人が児童 を愛せ し懇 切の至情が永 く本郡教育上の記念 とな り,又 同人が忠実に して格
勤 な りし事 蹟が永 く木郡教育家の亀鑑 たるへ き ものあ るへ しと雖 も,同 人の英霊 は又復帰 するの期あ るな
し豊痛悼の極 な らず や。」 申本 エイ子氏,享 年19才 。
明治41年 ζ ろ とい う と,同33年 小 学校 令改 訂 に と もな う義 務 教 育4年 制 が しか れ,そ の後 同
37,38年 に わ た る 日露 戦 争 を経 て 同40年 小 学 校 令 改 訂 に よ つて小 学校 のi義務 教 育 年 限 が6年 に
延 長 され た 直後 の こ とで あ り,児 童 の就 学 出 席 の 督 促 奨 励 に は非 常 な精 力 を費 してい た 時代 で
あつ た(就 学が義務 づけ られたとはい うものの,小 学校令第33条 には除外例 を設 けた。即 ち,(1)瘋 癲,
白癡又は不具癈疾 の為め就学す る能 はぎる者は就学を免 除,(2)病 弱又 は発育不完全 の為 め就学す る能 はざ
'
る者は就 学猶予,(3)保 護者貧弱 の為め児童を就学 せしめ能 はぎ る時はその義務 を免 除又 は猶予す ることを
得 などであ る)。
この あ た りの事 情 に つ い て,「 本 邦社 会 事 業 概 要 」(大 正11年,内 務省社会局発行)は,
「単に保護者が貧困 なる為 め児童の教育 を免除 し,若 くは猶予 するは児童個 々の為め亦 国家全体 よ り見
て至大の欠陥な り。是等貧困児童の教育 に関しては従来公立若 くは私立 の特殊学校 と,市 町村が学用品の
給与又 は給食を行 う等 あ り。然 し是等 を以ては到底充分 目的 を達 し得べか らず。故に斯 る貧 困 児 童 に 対
し,就 学保護 の制度 を完 備し,貧 困の為めに就学 し能は ぎ る如 き者 を絶無た らしむべ きことは実 に最大急
務 な り。」(同 書p.111)
と,貧 困 児 童 就 学援 助 の 必要 を強 調 して い る。
と こ ろで,殉 職 した 中本 エ イ子 先 生奉 職 の大 野 村(当 時)は 東 西12kmに わ た る郡 内 の 大 村 で ・
農 漁 を主 業 と す る 関係 上 漁 業部 落 は殊 に児 童 の連 続 欠 席 者 も少 な くな か つ た 。 した が つ て 職 員
は一 致 協 力,全 体 的 に,学 級 ご とに,部 落 別 に そ れ ぞ れ 出 席 向 上 のた め 種 々の 奨 励 法 を講 じ,
頻 繁 な督 促 を行 な つ て 多 大 の 努 力 を払 つてU>た ヒい われ 為。
な お,「 芸 備 彰 徳 史」(大 正7年 芸 備彰徳普及会発行)に よれ ば,広 島県 比 婆 郡 八 幡 村 長 ・ 内藤
48 社 会 学 部 論 叢
清 太 郎 氏 の業 績 をつ ぎの よ うに 述 べ てい る。
「本村は従 来学令児童中不就学者及欠席者多か りしを以て,深 く之 を憂 ひ毎年親 し く児童の実家を訪 ひ
て懇篤説諭 し,若 し貧困に して就 学に差支 ふる ものあ らば,村 費 を以 て書籍 及文具 を与 ふることとし,其
他貧民児童就 学補助規程を設 けて食 費を補助 し,或 は村斯民会 の養老部 をして学用品の補助 をな さしむる
等,種 々の方法を購 じ以て極 力督励 に努 めしかば,今 や不具癈疾者 を除 く外悉 く就学す るに至 り,其 歩 合
九歩九厘出席歩合九歩八厘六毛 を見 るの良成績 を示せ り,故 を以て明治41年 以来屡々出席優良の廉 を以て
郡 長 よ り各学校に対 し優勝旗或は賞 品を授与 して之を表現 し,又 大正3年 には県 より就学及出席奨励 の成
績顕著な る旨を以て金50円,学 令児 童保護事業助成の為め金15円 を下賜表彰せ り。学校 と家庭 との連絡 を
密接な らしむ る為 め児童保護者又は母姉 を,屡 々学校若 くは部落 に集合 し,村 長 学校職員学務委員青年 会
長等 出席 して談話 を交換 し或は教育 に関する幻燈会 を催ふ して講話 を聴か しめ,或 は保護者 をして児 童教
育の実況を参観 せしむる等,学 校 と家庭 との連絡の密 接に努 めしか ば,一 般に向学 の念起 り其効果鮮 か ら
ざるものあ り,更 に大正元年村長,助 役学校職員学務委員在郷 軍人会長青年会長産業組合長等 を 会 員 と
し,私 立教育会 を組織 し,会 長 の任 に当 り毎年2回 本村教育 に関す る諸般の施設 及将来 の方針 等に就 き,
研究討議 し以て教育上の発展に尽 しつつあ り。」
氏 の就 学 援 助,教 育 に対 す る啓 発 等,そ の努 力 は歴 然 で あ る。
こ こ で み て きた よ うな個 人 な らび に団 体 の 業 績 につ い て は,そ の過 程 を高 く評 価 した い もの
で あ る。 そ れ は ま さに さ きに ふ れ た と お り,そ れ ら の業 績 が 今 日の 学校 社 会 事 業 の一 分 野 に お
け る先 駆 的 役 割 を果 た して きた とい う その こ とへ の評 価 に ほ か な らな い。
す べ て の子 ど もの福 祉 を願 う教 育 に あ つて は,も ち ろん,貧 児 に対 す る学 用 品 供 与,出 席 督
励 等 の サ ー ビス が す べ て で は ない 。
学校社会事業 とは,厂 学校適応を前提 としたすべ ての子 どもの,心 とか らだの健 全な保持 ・促 進 の た
め,子 どもな らびに子 ど もの環境の中でお こる,社 会的 ・経済的お よび情緒的 ・身体的諸 問題 をそれぞれ
専門的な立場か ら計画 的,組 織的に解決す る手 だてを講ず ることによ つて,教 育条件のよ りよい整備充実
をはか ろ弖とす る積極 的な援助活動であ る。」(前 出)と い う概 念規定 に立 つか らである。
時代 の推 移 と社 会変 動,科 学 技 術 の進 展 に と もなつ た と こ ろの 学校 教 育 に対 す る 社 会 的 要
請,民 主 的 人 間 育成 を 目 ざ した学 校 教 育 体 制 確 立 へ の努 力 等 学校 教 育 をめ ぐ る問題 は 多 岐 に わ
た りま た 複雑 で あ る。
す で にふ れ た よ うに,学 校 社 会 事 業 の対 象 領 域 もま た広 域 に わ た り,そ の方 法 は科 学 的 に 組
織 化 され なけ れ ぼ な らず,そ の こ と は必 然 的 にS.S.Wの 活 動 へ の 期 待 に つ な が る もの で あ
る。 こ こでS.S.Wの 活 動 例 につ い て は前 号 で も指 摘 した こ とで あ るが,こ れ をい ま少 し具





























○ 病欠児童生徒の家庭訪閥(家 庭環境,病 状等について学校へ報告)
○ 民生委員会にて,生 活保護家庭,準 要保護家庭児童生徒の学校生活,家 庭
生活の実態について意見交流










○ 学校内に生活相談室,教 育委員会内に教育相談室開設について学校,教 育
委員会と協議
○ 新学年にあたり,新 学級担任教師に,問 題的児童生徒のヶ一ス ・スタデ ィ
ー記録資料の引 き継ぎ,所 見連絡報告
○ 長欠児童生徒の家庭訪問,出 席督励。担任に連絡。
OA児 の最近の学校生活について担任からの報告 を受け,学 校委嘱の心理学
者に心理判定を受けるべ く連絡。
○ 特殊学級入級予定児 ・生徒の家庭を訪れ父兄啓蒙にあたる。
○ 盗癖生徒の発見,児 童相談所 と今後の指導について協議。
○ 家庭訪問についての教員研修会に出席協議。
○ 虚弱児の処遇について,保 護者,児 童相談所,保 健所,学 校医等と連絡を
とる。
○ 存宅障害児等の家庭訪問,資 料,教 育委員会,児 童相談所等へ。
○ 生活保護,準 要保護児童の家庭 を訪問,懇 談。
○ 学区内の危険箇所の点検(通 学路,遊 び場,鉄 道沿線,港 湾その他)。
○ かぎつ子対策の樹立,そ の具体的運営の推進。
○ 地域青年団体,高 校 ・大学生,職 域サークル等 と 「子ども会育成援助」に
ついて協議。
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領 域 活 動 例





○ 児童生徒所持の健康手帳(健 康ノート)に ついて,そ の活用法 を校医,養 護
教諭と協議 学校保健委員会へ。
第IVO地 域社会福祉協議会にて 「最近の子どもの遊びの実態」を報告(遊 び場が
領 域 欲しいという強い要望への対処方法審議)。
○ 公民館,図 書館等と定例連絡協議会。
○ 地域社会の教育に対するニー ドの実態把握,分 析考察。
ニードの儀轗 攣嬲 て
分 判盤 諜 袋 の
○ 交通安全対策について警察署,交 通安全協会等と協議
○ 子どもの遊び場を提供 したいとい うB氏 の好意に応え,学 校長,児 童委員,
教育委員等関係者 と現地視察。
10地 域社会福祉協議会に 「学校福祉白書」の報告 問題点についての審議。
0鮒 躙 す絡 翻 究会咄 胤
こ こで第1領 域 は主 と して ソー シ ァル ・ア クシ ョン,第 皿領 域 は主 と して ケー ス ・ワー ク,
第 皿領 域 は主 と して グル ー プ ・ワー ク,第IV領 域 は主 ど して コ ム ミュ ニ テ ィ ・オー ガ ニ ゼ ィシ
ョ ンに 関 す る活 動 と して あげ て み たが,も と よ り こ の事 業 の性 格 上 画 然 と類 別 で き る もの で は
ない 。
この活 動 内容 をみ て わか る よ う にそ の領 域 は極 め て広 範 にわ た つ て い る。 この ほ か,地 域独
自の 問題 もあ るで あ ろ う。
S.S.Wは 本 質 的 にケ ー ス ・ワ ー カ ー(Case・Worker)で あ るが 同 時 に スー パ ーバ イ ザ ー
(Supervisor)的 存 在 で もあ る。 そ れ は彼 に科 学 的 児 童 観,近 代 的 な学 校 教 育 観 に あわ せ て 高
度 な行 政 的 識 見 を も要 請 され てい るか ら にほ か に な らない 。 そ れ 故 に彼 に寄 せ る期 待 は大 きい
どい わ なけ れ ば な らない 。
S.S.Wは 豊 か な見 識 と知 性 を そ な え,人 間 関 係 諸 科 学 を究 め,福 祉 的 な視 点 か ら,教 育 と
子 ど もな らび に そ の環 境 理 解 に 積極 的 な熱 意 を示 す と と もに,問 題 解決 の た め の専 門 的 な す ぐ
れ た 実 践 力 を必 要 とす る。
彼 の活 動 は,学 校 教 職 員 や福 祉 関係 諸 機 関 ・各 メン バ ー と緊 密 な チ ー ム ・ワー ク をは か り な
が ら行 な われ ると ころ に重 要 な意 義 が 存 在 す る し,問 題 事 象 を客 観 的 に把 握 考 察 で き る と こ ろ
に も特 色 が あ る。
専 門 のS.S.Wを 各 学 校 に配 置 して教 育 活 動 を支 援 し,子 ど もの福 祉 をは か ろ う とす る学校
社 会 事 業 は,い つ てみ れ ば ひ と りひ と りの子 ど もを たい せ つ に し よ う とす る正 常 な 学校 教 育 を
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側面か ら援助する機能であるはずのものなのに,わ が国では遺憾 ながらまだその制度化を見な
いが,し かし,広 く子 どもを含めた教育現場からの願いに応 えるためにも,つ ぎのような試見
を提示 して,学 校社会事業の早急な制度化実現を望むものである。
学校社会事業制度に関する一試見
(1)S.S.Wは,全 国の町村教育委員会に在籍 し,町 村単位で学校社会事業活動を行なう。
市にあつては,条 例によつて設置する。
一 このために必要な町村のS.S.Wは1600余 名(昭 和44年10月 現在全国町村数概)。第2
…数次計画では町村単位2名(小1,中1)と し,各 小中学校単位の専任制をめざす。一
(2)こ の計画実現のために,S.S.W養 成機関を新設する。
一社会福祉学科 をもつ公私立大学に履修課程3年 の「S.S.W養 成研修所」を開設し,S.S.
Wに 必要な専門教育 を授ける。履修課程3年 のうち最終の1年 は,児 童福祉行政機関に
配属されてケース ・ワークの実習を行なう。研修生の基礎資格は4年 生大学を卒業 し,
大学において社会福祉あるいは児童福祉を専攻 した者。一
(3)申 央教育審議会,国 立教育研究所等に 「学校社会事業部会」,「学校社会事業研究小委員
会等をおいて,審 議,研 究を進め文相に答申,意 見具申等を行なう。
一学校社会事業 の重要性を認めて,国 家的見地からの基礎研究,資 料収集を行なう。 部
会,小 委のメンバーは社会福祉関係学職経験者,教 育学者(心 理学 ・教育社会学)厚 生
省職員,現 場教師(小 学校,中 学校)教 育(児 童福祉)評 論家,主 婦等をもつて構成す
る。一
(4)文 部省に社会事業局,都 道府県教育委員会事務局に学校社会事業課を新設する。
一学校社会事業 を推進するための計画立案,S.S.Wの 配置,厚 生省政出先機関との連絡
調整を行なう。一
等である。ここで,S.S.W養 成研究所における教育過程,S.S.Wの 身分,任 命権者,報 酬
等なお研究 を要する聞題であるが,い ずれにしてもこれらの試案は 「効果のある教育投資」 と
して多額 の予算をともなうものであるが,「 約束される瞬来」のために,そ の意義の大 きいこ
とを認識 したい。
おわりに本稿をまとめるにあたり,校 務多忙のおりにもかかわらず調査にご協力いただい
た京都市A中 学校,大 津申B中 学校両校の校長先生ならびに3年 生担任の先生がたに厚 く謝
意をあらわすもの です。
なお,引 用いたしました各教育研究所資料は広島大学教育学部および同学部近藤幸夫先生
のご好意によるものです。あわせて謝意を表するものです。

